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私は、「家肢」という文字を見て、温かい感じ
がする。私は、そうゆう家族を経験した紀憶があ
りません。私は、近所の子どもの母親にあこがれ
ていました。自分の家は・・・・・。
やっぱり家族というのは、冷たい家族ではなく、

温かい家族の方がいいと思います。
施設に入って、】Ｏ年という長い年Ｊｊを過ごし

てきました。今でも家族と一緒にいられたらいい
なと思います。
親かいない了は全国、世界巾にたくさんいます。
身近な所にもー・人います。
施設で育った私は、どんな家族があるのかもわ
からず育ちました。
これからも「家族」という文字を背負い、求め

ていくのかもしれません。（友子１６巌）
昨年１２Ｊ-」巾旬、サンタクロースに変装して、

ある養護施設を訪問、帰りに頂いた文災の巾の一
編である。家族に裏切られながらも「家族」に憧
れ統け、そして、これからも「家族」を求めて健
気に生きて行こうとする姿に感動させられた。
年木のサンタの施設訪問は、私が関係している

ＩＩＩ・ＩＭＳ善意銀行の恒例行事。咋年は子供たちが入ＩぷＩ
している施設を３ヵ所回らせてもらったが、その
１つに乳幼児から小学校に入学するまでの身寄り
のない子供たち（身寄りのない子などいないはず
だが‥・）約５０人を預かる若葉寮Ｇ４ｊ・張旭市）
があった。外寝を終えた園渥たちが似母さんに辿
られ遊戯室に集っていた。プレゼントの人った袋
を背負ったサンタの登場に大歓声を挙げて歓迎し
てくれた。一人ひとりに銀色の長靴に入ったお菓
子を手渡すのだが、澄んだっぷらな啼、つやつや

２

小 山 勇

した赤い畑、文字迦りモミジのような可愛い手、
何の川託もなく笑顔で受け取る姿に、思わずはめ
ていた自い于袋（サンタ川具の一つ）を脱ぎ捨て、
顛を撫ぜ、于を握りしめ「いい子で人きくなるん
だよ」と声をかけてしまった。赤いサンタのズボ
ンを抱え込み、離れようとしない子供もいる。何
の罪もない子供たちが、親のエゴで、なぜこんな
淋しい日に介わねばならないのかと胸ふさぐ恕い
であった。
この施、没には川児数を士分！Ｉる職貝が勣務していや

る。２羽吟川、３交替制で保育にあたっているの
で、それだけの職員か必要なわけで、園児Ｉ人当
り年間７００万川の費用がかかるそうだ。山川園
長は「ニ戸供たちを出来れば家族の巾で生活させて
あげたい。目木でも里親制厦がもっとー一般化すれ
ばよいのですが‥‥‥１１１親に対する川からの補助
か川５、６力川では、とても而倒をみきれないし、
それかといって７００万円も出したら「甲親」を
食いものにされるｊ’ＩＪ能性もあるのです。酬婚の数
は川えるー一方だし、了供の将来も考えずＵＳ‘ｉ巾に子
供を生んでしまうケースも多くなっており、園児
も増える傾向にあります」と嘆く。
ことしは、国辿が定めた「国際家族年」ちょっ

とｊｌＨ解しにくいが「家族からはじまる小さなデモ
クラシー」が、そのスローガン。家族とは「複数
の人間によって成り立ち、社会を形成する‥一一番小へ
さな単位」ということだそうだが、もしこの基木
回流閣か川壊してしまったら民主主義も駄目になっ
てしまうということである。時代の流れとともに
家族の構造的変化も急ピッチで巡んでおり、家庭
内暴力にはじまって、離婦率の増加、はては「別
姓夫如」など、「家族」に拘束されることを嫌う
人も多い。しかし、明るく、温かい家欣こそ社会
の基木であり、心の支えとなってくれるものであ
る。どんな小態が起きようとも、せめて了供たち
には、家族の愛をいっぱいに江ぎ、家族・７）人小さ
を次の殴代に繋げて行ってほしい。友子さんの幸
せを馴いつつ。

（木協とご監小巾日新闘社専務収締役）
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こんなおかしな矛盾があります。

他人の力を借りなくてもひとりで生きていく頭
脳と体力を兼ね備えている若者には、親も国も資

金的な援助を惜しまない一方、同年齢でも、知的

能力が乏しかったり、身体的に障害を負っていて
まだまだ自立する力が不十分な若者には親も国も

継続して援助をしようとしないことです。

例をあげましょう。親側の事情で手元で育てる
ことができず、幼児期から養護施設で成長する子

どもたちがいます。

中学を卒業すると、進学する子と就
職する子に分かれます。
そこで例えば、医学部に現役合格で
きるような能力を高校選択時から保障

されている子がいたとします。

多分、親が手元に引き取り就職させ
て家庭経済を支えて欲しいと望んでも、

周りが親を説得して奨学金を用意し、
施設から進学させてやる援助体勢を作

り上げて、難関と言われる高校へ入れ
ることに必死になるに違いありません。
しかし、中卒時の成績がオール１レ

ベルの子は、親も引き取るとは言わず、

高校人学もできない力の子を施設も継

続して在籍させることはできません。
なんとか自分ひとり食べていく収入

のありそうな低所得の労働現場を見付-＝-㎜- -Ｗ㎜-Ｗｗ＝-Ｗ-＝・-

ｒ Ｔ ｀ け て 送 り 出 し 、 自 立 し た と い う 名 目 で

児童相談所は措置解除をしておしまい、

といったことになるのは目に見えてい
ます。
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女の子であれば、体でお金を稼ぐことができる

ことを知るまでに、そう長い時間は必要ありませ
んが、その先は悲惨です。

別の例です。１７歳の妻が１歳の子を施設へ入
れてほしいと児童相談所にきました。

夫は１９歳。手取り月収は約１５万円。家電製

品と車のローンおよび家賃、光熱水道費等に１２
万円が消えています。

「子どものミルク代が無いから車を処分して」

養
護
のと

矛
盾矢

満
田
篤

二
Ｌ ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． 」

でも、人問は、知的能力が低いとされようと、

不公平感を抱く力を失っているわけではありませ
んから、自己の存在を顕示するため屈折した形で

行勁を起こしてしまいます。
暴走行為で溜飲を下げる若者たちの中にも該当

する子が何人もいるはずです。
その先、暴力団に憧れて組関係に呑み込まれて
しまったとき、大人たちは、ただその子だけを悪
いと責めて済ませていてよいでしょうか。

- ３ -

と夫に頼んだら、「子どもをどこかへ

預けろ」、「車は生命より大事だ。」と
拒否され、離婚を決意したが子連れで
は働き口がないので相談にきたという
ことです。

母親が就労して得られる所得は、せ
いぜい１２万円どまり。

夫の父親は酒乱、母親は夫が幼い頃
に家出して行方不明。

母親も離婚家庭の子であり、力にな
る親族はありません。

辛い思い出があるのでしょう。
生活保護の受給申請や母子寮入居に
は強い拒否反応を呈します。

母子分離を避けさせようとした職員
の対応に腹をたて、子を抱えて他都市
へ流れていき、結局、子どもは施設へ

入れられたということです。

苦い反省が残されました。
そして、ここにも矛盾があります。

乳児院への公費支弁月額は、乳児一人
あたりで月約３０万円以上かかってい

ます。
この母親へ子どもの養育費を含めた月１５万円

生活保障をしても乳児院への公費負担の半分。

親子は別れなくて済むはずです。
社会的弱者である幼い子どもや老人、障害者、

傷病者たちの生存保障を妨げるさまざまな矛盾が
一日もはやく解消されることを祈るばかりです。

（訓練スタッフ児童相談所・児童福祉司）
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古 い 流 れ が う た い か け る

（１６回昌壁緊丿貿呉で？？に１・ｓｇに）

やわらかな秋の日ざしが、雨上りの本堂の木々

にそそぎ、小鳥のさえずりも喜々と聞える。奈良

法華寺は、町並をはずれた閑静な所にあり、本堂

以外は年に数回一般公開されるのみ。その一日を

研修のために、厨をのぞいて開放してくださった。

掃き清められた庭の敷石に一茎の石蕗の花が佗の

たたずまいに明るく語りかけてくる。

エンカウンターは、二つのグループに分れている。

奈良大学東山教授は、聖なる場所で、聖なる時

間を過ごすように設定されている。じっと佇み、

古い流れがうたいかけるのを感じてみよう。なに

と出会うことができるだろう？と問いかけられる。

大阪市立大学皆藤助教授は、自己の存在につい

て他者と語りながら、他者の話を聴きながら深く

探究していくグループワークを行うとしていまし

たが、この日は二つのグループが一つになって、

この寺内で自由に過ごすことが提案された。

先ずは全員で法華寺御門跡の法話を聴くために、

書院に移動する。そこには大きな壷や花器に秋の

花が見事に活けられていた。

法話は、東大寺に対しての法華寺である寺の由

来と、光明皇后は日本で最初にボランティア活動

をなさった方であること。癩病者を治療された風

呂場が今も保存されているということ。皇室とも

深いかかわりがあるお寺でもあるとのことでした。

- ４ -

又、電話相談の私たちをねぎらい、励ましてくだ

さった。

うす桃色の菊の紋章の上品な和葉子が運ばれ、
一服の抹茶は障子を通してくる陽の光りの中で、

心にしみいるひとときでした。その後は、本堂に。５

行く人、縁側から山水の庭を眺める人などそれぞ

れ思い思いの行動をとる。私は本堂に行く。安置

されている仏像の説明を聞いた後、回り廊下を静

かな呼吸で歩く。日ざしがいっぱい入った板のぬ

くもりが足を通して心にとどき、子供のころ遊ん

だ生家の縁側が胸１、’・・っぱいに広がってきて、あっ

たかい思いになってきた。しばらくその思いを味

わう。

広問にもどると、いくつかの話の輪ができてい

た。東山先生の輪に入ると、そこではウーマンリ

ブだった友人が、母ちゃんになって子育てに生き

生きしてとても幸せと言っている友人に感勁した

と新潟からこられた方の話だった。東山先生も、

私も子供が生まれてから、母ちゃんになろうと、『

自分の研究をストップさせて子育てをしてきたこ

と、そして子供が大学に入学したその日に子ぱな

れ宣言をし、子供も母ぱなれをして巣立っていっ

たと話された。もう一つの話はショックでした。

それは、ある幼稚園でままごと遊びの時に「お母

さんになりたい人」と言っても誰も手を上げない。

そこでもう一度「お母さんの役やりたい人いない

のと聞いたら、手を上げた子は誰だったと思いま

すかと問いかけがあり、私が「男の子ですか」と



答えたら「そうなんです。私、ショックでした」

と話を続けられ、「じゃ、なにになりたいの」と

聞いたら、「ハイ。ハイ。おねえさん」と何人も

の手が上ったのですと。親子関係も家庭のありよ

うも変化してきている。それでいいのだろうかと

不安な思いになった。

午後からは藁ぶきの家の座敷で数人が横になっ

ていた。私も横になり、すすけた梁や柱に古代の

生活をしのんだり、この家で暮した人々が時代を

超えて現われたらどんな話をするのかななどと想

像した。

ｒスタッフの方々が用意してくださったお茶やコー｀ヽ／
ヒーを飲み、のんびりと日だまりに遊ぶ。心にと

どめていた板のぬくもりがふたたびわき上ってくる。

生家の縁側にはよく村人が来て、茶を飲みなが

ら話をしていた。母が縫物や豆類をより分けてい

るそばで話かけたり、母の手元を見て、母のよう

に早くなりたいと思っていた。雨の降る日は子供

たちの遊び場にもなっていた。

私もこの縁側のぬくもりを大事にしたい。私の

心の縁側も広げて笑顔で出会う人々と語り、いこ

いの場でありたい。そして何人かの人は心の奥の

間で、ありのままの私と付き合ってくれる。そん

な人が増えていったらいいなあと思う。

『`，／

陽も傾きかけ、風も冷たく感じだしたころ、参

加者全員が菅垣彗の家に集まり、今日一日の体験

についてひと言ずつわかち合いをした。

Ａさんは、毎日が時間に追われている生活なの

で時間に追われず、自分と向き合えてよかった。

Ｂさんは、仏と語ることができました。Ｃさんは、

何もしないことの大切さを感じました。など、仕

事や時間や人にもまれる生活の場からはなれて、

自然・！）息吹きにふれ、自分と向き合うことは人間

にとって生命のよみがえりであり、古き流れに出

会えた最良の日でした。

（Ｙ・Ｓ）

- ５ -
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ご援助ありがとうございます
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はじめは「いやだあ、私は絶対こんな老人にはならないぞ」と、冷ややかに見ていたが、通院も長くなる
と考えが変わって来た。皆理屈抜きでいちずに生きているのではなかろうか。腰をまげ、足を引きずりなが

ら一生懸命歩いている老人たちの背中を見ながら、感じはじめたのである。老いると、人は生への執着が強

くなるのかも知れない。
考えて見ると戦争を体験した世代である。ちょっとやそっとでくじける年代ではない。

私が、七十・八十になった時、このパワーが有るだろうかと考えてしまう。
「年寄り笑うな、行く道ぢや」のことわざが頭をかすめる。「いのちの電話」にかけて来る若者の弱々しい

話を聞き乍ら、「しっかりしておくれ」と先の老人達のようにおせっかいをやきたくなる私なのです。
（Ｔ．Ｍ）

ｊ
　０１１１１１ｔｌ
　Ｂ
３４１

病院の朝は、老人達のパワーで始まるというと、言いすぎだろうか。早朝から、男女老人達が、

ずらり座っていて、盛んに喋っている。にぎやかなものだ。若い（？）私など、圧倒されてしまう。
そして「おみゃーさんは、わしの後だなも」とか、新しい患者には「この人の次だぜ」とおせっ

かいをやいている。五分前になると、見事一団となって治療室に入って行き、電気を当てる人、

温湿布の人と席はすぐ満席になる。
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上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
○印の方は１９９３年度賛助会員募集運動に協力し入会してくださった方々です。
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豊田幹司郎・

１９９３年１０月１日より１２月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） 社 会 福 祉 法 人 愛 知 「 い の ち の 電 話 」 協 会

理 事 長 相 馬 信 夫
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日本基督教団熱田教会婦人会
井上幼稚園
日本基督教団名古屋教会
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ブラザー１１反売㈱
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一 斗 名 古 屋 い ． ち ． 電 話 日 好 一 - ，

Ｌ 二 ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ＿ ． ． ・

１ １ 川 ２ 川 令 国 デ ィ レ ク タ ー 会 直 （ 於 大 阪 ） ｜

腿ｔｔｌ・１？ｙｌヅヅ‥．．．，．．．．．．．．，，ｌ７日
８日
】３日
】５日
２２日
２４日
２６日
２９日

２月２ｌｊ
川‾｜
１３１・｜
１８日
？
１９１」
２９１ミ１

１ 月 り 目
８日
１７日
１８１］
２１□
２７［］

○１９９４年皮
○企圓研修会

日 程
主 管

フリーマーケット（東別院本堂前）ｉ
ベ ル の へ ｚ
で？ｔ［ｔｌ゛・ｕぷ机淡研究災会（於余良）｜
訓練委員会
’ｌｆ務ボランティア会議

財務委員会
愛知；・に甜卜読ネットワークの会
総務・１０Ｊ．１１］年記念合同委員会
吉川徳了さんオルガンコンサート
組淡ｎ自立の会
ベルの会・訓練委員会
第８川ｉＳｌｊｉ，ＩＩＷ座】泊叫修会

（ｊ夕多治見修道院）

事務局年末年始休業

相談員自立の会
ベルの会・訓糾委ｎ会
総彷・１０Ｊ，鼎辺己念合同委員会
愛知７Ｕｉａμ｜’１談ネットワークの会
財務委ｎ会

ｌ１月１０日～１２日
香川いのちの電話

ＯＩ］木自殺予防シンポジウム
日 程 ６ 月 １ １ 日
主 管 岡 山 い の ち の 山 話

社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会
名 古 屋 い の ち の 電 話

〒４６】-９１私１１‘屎東郵便局私書箱第２５７り
事務局Ｚ１０５２．９７１-５１８１

相１彭Ｕ話ｚｌ（）昭一９７圖ｍ

Ｉ Ｉ ㎜ ● ● ㎜ ●

郵便振替口座
東海銀行大津町支店

８

ご寄付下さる皆様へ

当協会への寄付金については所得税や法人税の
優赳措置が受けられます。
★ 個 人 の 場 合

確定申告によって、所得税法、（第７８条２項
３号）の規定により寄付金控除が受けられま
す。

： 烈 宍 § 鸞 ト の いず れ か 低 い 金 額
-【】万円）＝寄付金控除額

・なお、相続の場介も巾告刈り前の寄付金は、
控除されます。

★ 法 人 の 場 合
ｉ’４＝Ｆ定巾告によって寄付された金額を法人税法
（第３７条２項・３項３号）の規定により、一一一一
般損金算入の枠の他にこれＪｊ司額枠の批金卵
人枠が認められます。

★ 木 協 公 の 発 行 す る ９ ｒ ｊ 収 書 は 、 」 こ 記 の 椙 貪 を 受 け
-Ｊｒが．ｊａふｌ．●｜、●Ｉ「・．、」．-．ＱＬ』・-一一Ｊ
るー 申告のため人卯こ保竹して ；さい

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

事務局昔９７１-５１８１

○全国電話机談研究集会
日 程 １ ０ 月
主 管 描 浜 い の ち の 「 心 話

Ｏ「千葉いのちの電話」法人化さる
１９９３年１２月２８日付で、社会柚祉法人

として認可されました。

］・脱巳．早春

名古屋１-５３７５８
（普）預金口座４７７０２９

１９９１年２月１日尭行
発行人相馬ｆ，ｉ夫
編 集 人 広 報 委 ｎ 公
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